
4

◆
行
政
調
査

　

本
委
員
会
は
、
去
る
11
月
５
日

か
ら
７
日
に
か
け
て
、
次
の
先
進

地
に
委
員
を
派
遣
し
、
行
政
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

※
福
岡
県
大
牟
田
市

・
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て

　

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
く
政
策
分
野
ご
と
に
全
21
項

目
の
具
体
的
取
組
事
項
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
す

ぐ
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
も
の
も

あ
り
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

※
熊
本
県
宇
城
市

・
収
納
率
向
上
の
取
組
み
に
つ
い

　

て

　

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
な

か
、
滞
納
整
理
事
業
の
取
り
組
み

と
し
て
、
滞
納
処
分
強
化
を
行
っ

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
執
行
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
、
緊
急
に
予

算
措
置
を
必
要
と
し
、
地
方
自
治

法
第
179
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

平
成
26
年
度
白
河
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
を
専
決
処
分

し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　
　

毎
回
、
投
票
率
が
下
が
っ
て

お
り
、
今
回
も
選
挙
前
か
ら
投
票

率
が
低
い
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て

い
た
の
で
、
従
来
ど
お
り
の
予
算

計
上
で
は
な
く
、
啓
発
に
係
る
費

用
を
増
加
す
る
な
ど
、
投
票
率
を

あ
げ
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
来
年
度
の

予
算
計
上
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
も
考
慮
し
た
予
算
編
成

と
な
る
よ
う
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

　
　

来
年
度
予
算
に
向
け
て
検
討

し
た
い
。

◆
白
河
市
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

係
る
議
会
の
議
決
に
関
す
る
条
例

　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結

等
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
２
項
に
規
定
す
る
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
事
件
と
し
て
規
定

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
白
河
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

　

専
門
的
知
識
経
験
等
が
必
要
な

業
務
、
一
定
の
期
間
内
に
終
了
す

る
業
務
等
に
対
し
、
こ
れ
に
対
応

す
る
人
材
を
任
期
を
定
め
て
採
用

す
る
こ
と
に
よ
り
公
務
の
能
率
的

な
運
営
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◆
白
河
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
白
河
市
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◆
白
河
市
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
改
正
条
例
３
件
は
い
ず
れ

も
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
く
一
般
職
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
変

更
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

　

改
正
条
例
の
内
容

①
平
成
26
年
度
分
の
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
（
12
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
を
０
・
15
月
分
引
き

上
げ
ま
す
。
）

②
平
成
27
年
度
以
降
の
期
末
手

当
の
引
き
上
げ
（
０
・
15
月
分

の
引
き
上
げ
を
、
６
月
及
び
12

月
の
期
末
手
当
支
給
に
０
・
075

月
分
ず
つ
、
分
け
て
行
い
ま

す
。
）

◆
白
河
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準

じ
、
一
般
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

改
定
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
４
億
１

０
８
６
万
１
千
円
増
額
と
な
り
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
466
億
674
万

７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
３
億
９

７
９
４
万
５
千
円
増
額
と
な
り
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
470
億
469
万

２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し

ま
し
た
。

て
お
り
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
相
談
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
、
滞

納
整
理
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど

特
徴
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

し
た
。
今
後
、
広
域
圏
で
の
取
り

組
み
を
進
め
る
本
市
に
お
い
て
も

大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

※
熊
本
県
熊
本
市

・
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
公
共

　

交
通
の
整
備
に
つ
い
て

　

同
市
は
、
総
合
計
画
に
お
け
る

基
本
構
想
の
重
点
的
取
組
み
事
項

の
一
つ
と
し
て
公
共
交
通
整
備
を

進
め
て
お
り
、
公
共
交
通
を
基
軸

と
し
た
多
核
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

を
具
現
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
本
市

同
様
に
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
お
り
、

公
共
交
通
空
白
地
域
や
不
便
地
域

の
解
消
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。

総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会
問答

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

行政調査（大牟田市）

行政調査（宇城市）
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市
民
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
産
業
部
関
係

　
　

米
価
下
落
緊
急
対
策
事
業
に

つ
い
て

　
　

市
内
の
農
家
が
水
稲
の
種
子

を
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
際
、

そ
の
代
金
の
２
分
の
１
を
補
助
す

る
も
の
で
、
販
売
業
者
か
ら
購
入

者
リ
ス
ト
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

そ
の
代
金
を
業
者
に
支
払
う
こ
と

で
、
農
家
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

単
年
の
事
業
で
あ
る
。

　
　

有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲
事
業
・

電
気
柵
の
購
入
数
量
に
つ
い
て

　
　

１
セ
ッ
ト
100
メ
ー
ト
ル
の
柵

を
46
セ
ッ
ト
購
入
予
定
で
あ
る
。

●
産
業
部
関
係

　
　

豪
雪
農
業
災
害
対
策
事
業
・

被
害
棟
数
及
び
被
害
額
に
つ
い
て

　
　

被
害
前
回
の
調
査
か
ら
259
棟

増
加
し
て
、
604
棟
、
被
害
額
は
、

総
額
で
、
９
億
８
９
４
１
万
１
千

円
と
な
っ
た
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

○
五
箇
地
域
立
地
企
業

　

（
舟
田
地
内
）

 

○
東
地
域
仮
置
場

　

（
東
上
野
出
島
地
内
）

　

放
射
能
対
策
特
別
委
員
会
の
活

動
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

第
27
回
委
員
会

（
平
成
26
年
10
月
30
日
開
催
）

○
第
26
回
委
員
会（
参
考
人
招
致
）

　

の
意
見
を
集
約
い
た
し
ま
し
た
。

第
28
回
委
員
会

（
平
成
26
年
11
月
18
日
開
催
）

○
放
射
能
対
策
の
諸
問
題
に
関
し
、

　

執
行
部
に
対
し
質
疑
を
実
施
し
、

　

回
答
を
求
め
ま
し
た
。

○
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
期

　

限
（
平
成
27
年
１
月
）
が
迫
っ

　

て
い
る
こ
と
か
ら
早
急
に
対
策

　

を
講
じ
る
よ
う
、
委
員
会
と
し

　

て
要
望
す
る
意
見
等
が
だ
さ
れ

　

ま
し
た
。

第
29
回
委
員
会

（
平
成
26
年
12
月
11
日
開
催
）

○
「
中
間
貯
蔵
施
設
の
早
期
建
設

　

及
び
同
施
設
へ
の
移
送
体
制
等

　

の
整
備
に
関
す
る
決
議
（
案
）」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
12
月
定

例
会
本
会
議
に
委
員
会
提
出
い

た
し
ま
し
た
。（
決
議
文
は
左
記
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）　

市民産業常任委員会／放射能対策特別委員会市民産業常任委員会／放射能対策特別委員会市民産業常任委員会／放射能対策特別委員会市民産業常任委員会／放射能対策特別委員会

問

問問

答

答

答
現
地
調
査

放
射
能
対
策
特
別
委
員
会
報
告

放
射
能
対
策
特
別
委
員
会
報
告

中間貯蔵施設の早期建設及び同施設への
移送体制等の整備に関する決議

　東京電力福島第一原子力発電所の事故により拡散した放射性物質は、今な
お住民の生活に多大な影響を及ぼしている。
　中間貯蔵施設を被災地である福島県内に建設せざるを得ない現状は、周辺
地域の住民感情はもとより、我々福島県の住民にとって過酷な現実であるが、
除染作業の一層の進捗を図るためには一刻も早い中間貯蔵施設の建設と供用
開始が必要である。
　現在も、放射性物質を含む土壌、汚泥、放射性廃棄物は日々増え続けてお
り、中間貯蔵施設の整備が遅れることで、仮置きの状態が長期となることに
より、仮置き場周辺の住民の放射線への不安が大きくなることも予想される。
　放射性物質の問題は、福島県及び県内市町村復興の大きな足かせとなって
おり、除染の推進が復興の鍵と言っても過言ではない。これらの問題は東京
電力福島第一原子力発電所事故に起因するものであり、国及び東京電力の責
任のもとで解決されなければならない。
　よって、白河市議会は、次の事項について強く要望する。
１　除染による放射性物質を含む土壌、汚泥、放射性廃棄物等の中間貯蔵施
設の建設を、国の責任において早期かつ着実に進めること。

２　各自治体の仮置場が最終処分場と化すことが決してないよう、中間処理
施設への移送体制等の早期整備に努めること。

　平成 26 年 12 月 19 日

　　内閣総理大臣 様
　　環 境 大 臣 様
　　復 興 大 臣 様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白河市議会議長　須藤　博之

委員会審査風景
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問問

問

答答

答

問

問

答

答

　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
児
童
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

白
河
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
改
正
に
あ
わ
せ
、
学
童

保
育
の
対
象
児
童
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
白
河
第
一
児
童
館
を
廃

止
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

◆
白
河
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象

児
童
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
す
る
等

の
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
白
河
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の

額
を
変
更
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上

げ
と
加
算
金
の
引
き
下
げ
の
理
由

に
つ
い
て　

　
　

加
算
金
は
、
医
療
事
故
に
よ

り
重
度
脳
性
麻
痺
と
な
っ
た
子
ど

も
に
対
し
、
補
償
金
を
支
払
う
制

教育福祉常任委員会教育福祉常任委員会教育福祉常任委員会教育福祉常任委員会

度
の
掛
け
金
と
し
て
３
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
５
年
間
の

運
用
に
よ
り
、
か
な
り
の
剰
余
金

が
出
た
た
め
、
加
算
金
を
下
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
出
産
費
用
は
42
万
円

を
上
回
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
出

産
育
児
一
時
金
を
上
げ
て
、
加
算

金
と
の
合
計
を
据
え
置
き
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆
白
河
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

◆
白
河
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
包
括
的
支
援
事
業
の

実
施
に
係
る
人
員
等
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　

こ
の
２
議
案
は
、
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
よ
り
介
護
保
険
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
従
来
国
に
よ
り
一
律

に
定
め
ら
れ
て
き
た
各
事
業
の
人

員
等
の
基
準
が
市
の
条
例
に
委
任

さ
れ
た
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

　
　

そ
の
他
の
指
定
介
護
予
防
支

援
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
職
員

に
つ
い
て

　
　

保
健
師
の
ほ
か
に
、
社
会
福

祉
士
や
こ
れ
に
準
ず
る
者
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
研
修
を
修
了
し
た
者
で

あ
る
。

　
　

白
河
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
白
河
市
東
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
１
号
被
保
険
者
数

と
保
健
師
等
の
人
員
数
に
つ
い
て

　
　

白
河
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
１
号
被
保
険
者
数
は
、
１

万
195
人
で
、
看
護
師
２
名
、
社
会

福
祉
士
２
名
及
び
主
任
介
護
支
援

専
門
員
４
名
の
８
名
と
な
っ
て
お

り
、
白
河
市
東
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
１
号
被
保
険
者
数
は
、

４
９
３
９
人
で
、
看
護
師
１
名
、

社
会
福
祉
士
１
名
、
主
任
介
護
支

援
専
門
員
１
名
及
び
介
護
支
援
専

門
員
１
名
の
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

◆
白
河
市
白
河
文
化
交
流
館
条
例

　

芸
術
文
化
の
振
興
及
び
市
民
の

交
流
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

居
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
白
河
文

化
交
流
館
を
設
置
す
る
た
め
こ
の

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

公
的
な
集
会
な
ど
文
化
芸
術

に
関
わ
ら
な
い
利
用
に
つ
い
て

　
　

白
河
文
化
交
流
館
の
設
置
目

的
が
市
民
の
交
流
や
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

現
在
、
市
民
会
館
で
利
用
し
て
い

る
集
会
な
ど
も
、
引
き
続
き
実
施

が
可
能
で
あ
る
。

◆
表
郷
公
民
館
建
設
事
業
建
築
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

表
郷
公
民
館
建
設
事
業
建
築
工

事
の
請
負
契
約
の
一
部
変
更
を
す

る
も
の
で
す
。

◆
福
島
県
公
立
学
校
等
校
舎
内
緊

急
環
境
改
善
事
業
白
河
第
一
小
学

校
ほ
か
空
調
設
備
設
置
暖
冷
房
衛

生
設
備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

福
島
県
公
立
学
校
等
校
舎
内
緊

急
環
境
改
善
事
業
白
河
第
一
小
学

校
ほ
か
空
調
設
備
設
置
暖
冷
房
衛

生
設
備
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

款
別
補
正
の
歳
出
に
つ
い
て
、

保
険
給
付
費
70
万
円
、
諸
支
出
金

313
万
２
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
補

正
し
、
予
備
費
383
万
２
千
円
を
減

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

款
別
補
正
の
歳
出
に
つ
い
て
、

諸
支
出
金
19
万
２
千
円
を
増
額
補

正
し
予
備
費
19
万
２
千
円
を
減
額

補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
１
３
６

３
万
６
千
円
増
額
と
な
り
歳
入
歳

出
予
算
総
額
50
億
２
１
８
７
万
５

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

介
護
保
険
事
務
シ
ス
テ
ム
改

修
の
内
容
に
つ
い
て

　
　

一
定
以
上
所
得
者
の
利
用
者

負
担
の
見
直
し
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
見
直
し
、
介
護
予
防
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
及

び
予
防
給
付
、
予
防
訪
問
介
護
及

び
予
防
通
所
介
護
の
見
直
し
及
び

低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険
料

の
軽
減
な
ど
が
主
な
シ
ス
テ
ム
改

修
内
容
で
あ
る
。

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
120
万
５
千

円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
69
億
１
０
７
３
万
７
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
44
万
１

千
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
，
50
億
２
２
３
１
万
６

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

表郷公民館完成予想図

白
河
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

白
河
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

白
河
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

白
河
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

白
河
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）
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問

問

答

答

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
の
内
容
と
審
査
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

◆
白
河
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

本
年
度
内
に
葉
ノ
木
平
災
害
公

営
住
宅
の
整
備
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
当
該
住
宅
を
市
営
住
宅
に

加
え
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
よ
り
被
災
し
た

者
に
つ
い
て
早
期
に
生
活
基
盤
の

安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
者
に
係
る
市
営
住

宅
の
入
居
条
件
を
緩
和
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
　

葉
ノ
木
平
災
害
公
営
住
宅
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　

震
災
後
10
年
間
は
災
害
公
営

住
宅
と
し
て
管
理
す
る
が
、
そ
れ

以
降
は
、
一
般
の
市
営
住
宅
と
し

て
管
理
す
る
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
１
２
６

０
万
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
22
億
１
６
０
３
万
１

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
飯
沢
地
区
及
び

双
石
地
区
の
下
水
道
管
路
追
加
工

事
費
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
868
万
６

千
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
３
億
３
６
７
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
萱
根
地
内
の
配

水
管
敷
設
替
え
工
事
費
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
66
万
５

千
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
22
億
１
６
６
９
万
６
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
給
与
改
定
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
38
万
４

千
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
８
億
３
５
３
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
給
与
改
定
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
で
す
。

　

歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
７
万
２

千
円
増
額
と
な
り
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
１
億
１
８
５
０
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
給
与
改
定
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
も
の

は
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

流
用
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
経
費

の
補
正
で
、
予
算
に
定
め
た
職
員

給
与
費
を
１
億
３
６
３
４
万
１
千

円
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
都
市
公
園
等
除

染
対
策
事
業
の
民
間
が
管
理
し
て

い
る
公
園
等
の
除
染
経
費
や
、
文

化
財
補
助
災
害
復
旧
事
業
の
小
峰

城
「
竹
之
丸
」
石
垣
の
積
み
替
え

工
事
費
な
ど
で
す
。

　
　

街
灯
管
理
費
に
関
し
て
、
商

店
会
で
設
置
し
た
街
灯
が
撤
去
さ

れ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

市
民
生
活
に
支
障
が
あ
る
場

合
は
、
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、

必
要
に
応
じ
て
対
処
す
る
。

　

内
容
は
、
給
与
改
定
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
及
び
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
等
の
繰
出
金
で
す
。

▼
付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
行
政
調
査

　

本
委
員
会
は
、
去
る
11
月
11
日

か
ら
14
日
に
か
け
て
、
次
の
先
進

地
に
委
員
を
派
遣
し
、
行
政
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

※
鳥
取
県
境
港
市

・
「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
基
本
構
想
」
の
概
要
に

つ
い
て

　

境
港
市
で
は
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
「
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
」
の
賑
わ
い
を
将
来
に
渡
っ
て

継
続
す
る
た
め
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
本
構
想
を

策
定
し
、
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る

道
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

白
河
市
も
小
峰
通
り
が
整
備
さ

れ
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
魅
力
あ
る
道
づ

く
り
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

※
島
根
県
松
江
市

・
「
松
江
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
の
概
要
に
つ
い
て

　

松
江
市
で
は
、
市
民
か
ら
の
陳

情
な
ど
か
ら
、
既
存
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
す
こ
と

に
し
、
そ
の
中
で
、
市
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

松
江
市
の
行
政
と
市
民
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
は
、
白
河
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

※
島
根
県
大
田
市

・
「
大
田
市
景
観
計
画
」
の
概
要

に
つ
い
て

・
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
に

つ
い
て

　

「
大
田
市
景
観
計
画
」
の
中
で

は
、
ま
ち
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着

の
育
成
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
は
、
白
河
市
も
大

い
に
学
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
田
市
で
は
、
都
市
計

画
区
域
内
の
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅

整
備
の
補
助
と
道
路
整
備
を
市
が

行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
田
市
が
実
践
し
て
い
る
側
溝

を
道
路
の
中
央
に
造
る
方
法
は
、

狭
い
道
路
が
多
い
白
河
市
で
も
活

用
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
調
査
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

個
別
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

建設水道常任委員会建設水道常任委員会建設水道常任委員会建設水道常任委員会

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

行政調査（松江市）


